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特 集    今 年 の 村 の 予 算 っ て ど う な っ と ん ？



村
の
予
算
の
内
訳
は
？

自主財源

村税…3.3%

その他自主財源
（使用料、繰入金、
諸収入など…23.9%

令
和
７
年
度
の
予
算
に
つ
い
て

　

今
回
は
、
村
の
予
算
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
予
算
と
は
、
１
年
間
の
村
か
ら

入
っ
て
く
る
お
金（
収
入
）と
、
そ
の
お

金
を
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か（
支
出
）を

決
め
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
令
和
７
年
度
の

予
算
の
金
額
や
内
訳
に
つ
い
て
、
そ
の

お
金
を
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
村
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

表
紙
の
写
真
は
、
地
域
脱
炭
素
移
行
・

再
エ
ネ
推
進
事
業
で
行
わ
れ
た
中
土
居
の

し
ご
と
・
く
ら
し
応
援
住
宅
に
設
置
し
た

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
写
真
で
す
。
令
和
７
年

度
も
引
き
続
き
他
の
住
宅
へ
の
整
備
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
当
初
予
算
が
３
月
定

例
議
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
の
規
模
は
、一
般
会
計
予
算
が
対

前
年
比
０
．３
％
減
３
９
億
８
１
１
９
万

８
０
０
０
円
、こ
れ
に
特
別
会
計
と
企
業

会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
は
、
対
前
年
比

１
．３
％
減
の
４
７
億
２
２
０
万
６
０
０

０
円
と
な
り
ま
し
た

は
じ
め
に

　

グ
ラ
フ
の
と
お
り
大
き
い
建
設
工
事

が
あ
っ
た
と
き
に
予
算
が
上
昇
し
て
い

ま
す
。ま
た
、
 10
年
間
で
予
算
が
全
体
的

に
上
が
っ
て
い
る
の
は
、
物
価
や
人
件

費
の
上
昇
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

義
務
的
経
費

　

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
で
、
支
出

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

物
件
費　

委
託
料
、
使
用
料
、
手
数
料
、

旅
費
、交
際
費
な
ど

繰
出
金　

特
別
会
計
に
使
用
す
る
お
金

自
主
財
源　
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％

　

税
・
使
用
料
等
国
な
ど
に
頼
ら
ず

自
主
的
に
調
達
し
た
お
金
で
す
。こ
の

財
源
が
多
い
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

10
年
間
の
村
の
予
算
を

振
り
返
っ
て
み
る
と
？

今
年
の
村
の
予
算
っ
て
ど
う
な
っ
と
ん
？

今
月
の
テ
ー
マ

合計

国民健康保険事業
一般会計

国保施設（直診）事業
後期高齢者医療事業
介護保険事業
介護サービス事業
小計
簡易水道事業
農業集落排水事業
森林管理事業
小計

4,702,206
3,981,198
240,514
62,046
25,648
225,386
9,880

563,474
93,497
64,037

0 0
157,534

4,7661,100
3,993,580
282,320
64,179
23,045
233,552
8,120

611,216
85,014
76,290

161,304

30.0%
1480.0%
330.0%
1130.0%
350.0%
2170.0%
7.80.0%
1000.0%
1610.0%

230.0%

130.0%

特
別
会
計

企
業
会
計

□ 会計別予算状況 令和7年度 令和6年度 増減率

(単位：千円）

村債（借入金）…5.4%

地方譲与税・
交付金…2.2%

物件費（消耗品や
委託料など）…27.4%

災害復旧事業費…0.3%

予備費…0.7%

普通建設事業費
（道路施設などの
整備費）…18.1%

人件費（議員報酬、
職員給与など）…14.4%

公債費（借入金の返済）…13.8%

地方交付税…44.6%

国庫支出金…18.0%

県支出金…2.6%

積立金
（基金への積立金）…4.5%

繰出金
（他の会計への
繰出）…4.3%

補助費等
（助成金など）…12.5%

20

2　…　R3 ～ R4「１００年の森のホテル栞」建設事業

1　…　H29 ～ R2「あわくら会館建設」

3　…　R4 ～ R7「脱炭素先行地域再エネ推進事業」

21 3

H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

H28 H29 H30 H31 R2

3,142,200,000 3,266,680,000 3,669,550,000 4,806,180,000 4,544,800,000

4,355,680,000 4,959,360,0005,172,440,000 4,766,100,000 4,702,220,000
R3 R4 R5 R6 R7

25

30

35

40

45

50

55

（億円）

（円）

維持補修費（施設等の
修繕費など）…0.5%

扶助費（福祉、医療、
給与金など）…3.5%

歳出
性質別

歳入



◾ 

学
校
施
設
整
備
事
業

　

８
０
５
万
９
０
０
０
円

　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
村
内
の
学
校

（
幼
・
小
・
中
）
の
ト
イ
レ
を
和
式
か
ら

洋
式
へ
の
変
更
な
ど
整
備
を
行
い
ま
す
。

今
年
度
で
は
、小
学
校
ト
イ
レ
の
設
計
を

行
い
、
来
年
度
に
工
事
を
行
い
ま
す
。

◾ 

推
進
交
付
金
・
関
係
人
口
創
出
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
事
業

　

５
２
７
２
万
０
０
０
０
円

　

昨
今
、
村
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
移

住
者
が
増
え
て
い
る
一
方
、
住
む
家
が

不
足
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生

交
付
金（
第
２
世
代
交
付
金
）を
用
い
て
、

世
帯
向
け
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
実
証
住
宅
の

建
設
を
行
い
ま
す
。

◾ 

環
境
資
本
の
魅
力
化
推
進
事
業

　

１
９
４
万
３
０
０
０
円

　

こ
の
事
業
は
、
た
く
さ
ん
の
生
き
物

が
生
息
で
き
る
よ
う
環
境
を
整
備
し
、

命
の
賑
わ
い
に
溢
れ
、
そ
し
て
夢
中
に

な
っ
て
遊
ぶ
川
ガ
キ
（
川
で
遊
ぶ
子
ど

も
た
ち
）
た
ち
の
姿
が
あ
る
川
を
取
り

戻
す
こ
と
に
挑
戦
し
ま
す
。

◾ 

地
区
と
連
携
し
た
住
宅
建
設
の
た

め
の
用
地
取
得

　

７
９
０
万
０
０
０
０
円

　

村
の
住
宅
不
足
、
地
区
の
担
い
手
の

減
少
、
高
齢
化
社
会
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
村
と
地
区
の
課
題
解
決

に
向
け
、
地
区
の
受
け
入
れ
も
含
め
た

住
宅
用
地
の
検
討
を
行
い
、
村
が
建
設

を
事
業
化
す
る
取
り
組
み
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
当
初
予
算
に
計
上
し

た
事
業
に
つ
い
て
、
一
部
に
な
り
ま
す

が
紹
介
し
ま
す
。

◾ 

地
域
脱
炭
素
移
行
・
再
エ
ネ
推
進
事
業

　

５
億
１
５
６
９
万
２
０
０
０
円

　

令
和
４
年
４
月
に
脱
炭
素
先
行
地
域
と

し
て
選
ば
れ
、
村
の
公
共
施
設
な
ど(

庁
舎
、

学
校
、
公
営
住
宅
な
ど)

の
屋
根
な
ど
に

太
陽
光
・
蓄
電
電
池
を
導
入
、ま
た
、
小
水

力
発
電
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、既
存
の
小
水

力
発
電
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
活
用
す

る
こ
と
で
村
の
脱
炭
素
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
村
営
中
土
居
住
宅
に
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

令
和
７
年
度　

事
業
を
紹
介

万
博
で
の
展
示
イ
メ
ー
ジ
図

太
陽
光
の
電
気
を
た
め
る
蓄
電
池
で
す
。

同じ交付金を用いて建設した下土居ユニット型実証住宅です

◾ 

２
０
２
５
大
阪
万
博
推
進
事
業

　　

１
４
９
万
３
０
０
０
円

　

今
年
の
４
月
13
日
か
ら
10
月
13
日
ま

で
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
「
大
阪
・
関
西
万

博
」に
出
展
し
ま
す
。
会
場
で
は
、
日
本

全
国
の
地
方
自
治
体
が
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
展
示
イ

ベ
ン
ト「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ェ
ス
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
村
の
「
百
年

の
森
林
（
も
り
）
構
想
」
を
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
ブ
ー
ス
展
示
を
行
い

ま
す
。
ブ
ー
ス
で
は
、
映
像
・
香
り
・

音
・
手
触
り
を
通
じ
て
森
林
の
魅
力
を

体
感
し
て
い
た
だ
き
、
村
の
「
こ
れ
ま

で
の
50
年
」
と
「
こ
れ
か
ら
の
50
年
」
を

来
場
者
の
皆
さ
ま
に
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
展
示
を
行
い
ま
す
。



note Instagram
イベント情報

Facebook
広報にしあわくら 5月号      ６　　

図書館の新刊案内

　ロジカル思考の４要素「合
目 的・構 造 化・論 拠・網 羅」
を事例と共に解説し、報連相・
メール・プレゼン・会議など
仕事の場での活用法を紹介し
ます。

　村上春樹が初期短編から選ん
だ「カンガルー日和」「鏡」の世
界を、台湾の人気イラストレー
ターが繊細に描くピクチャーブ
ック。

　アニメ「アンパンマン」から
学ぶ人生哲学。「食」「勇気」「悪」
「やさしさ」など 10 のテーマご
とに、キャラクターたちのシン
プルで深い言葉を紹介します。

　「へんてこもりのはなし」シリ
ーズ。転がると止まらない不思議
な坂。四人組が試すと大変なこと
に！さらに「まるぼ」も加わり、
みんなで大騒ぎの楽しい冒険が始
まる。

『仕事ができる人は 4つのこと
だけを考える』
富沢 裕司／著　フォレスト出版

『四月のある晴れた朝に100パーセントの
女の子に出会うことについて』
村上 春樹／著　高 妍／絵　新潮社

『へんてこもりのころがりざか』
たかどの ほうこ／作・絵　偕成社

『愛と勇気とアンパンマンの言葉  』
小川 仁志／著　内外出版社

一般書 一般書

一般書 児童書

お問い合わせ先　　あわくら会館・図書館 TEL 0868- 79- 2116　教育委員会事務局 TEL 0868-79-2216

※書誌画像出典：TooLi（TRC 図書館流通センター）

ご利用案内
あわくら会館 開館時間   ８：30～ 22：00 
あわくら図書館 開館時間    10：00～18：00

　あわくら会館・図書館のオリジナルキャラクターの名前募集には、
約１４０件の応募がありました。
　スタッフ内で協議の結果、『わく太』に決定しました。名前の由来は「に
しあわくらが大好き」「温泉がわく」「わんぱくな男の子」、「わくわ
くすることが大好き」という性格から「わく」をとったものです。
　わく太は、たぬきをモチーフにしており、変身が得意です。今後、
館内の掲示物や広報誌などで活躍し、季節やシチュエーションご
とに異なる姿で登場する予定です。

図書館の
おやすみ 5 3～5日（祝日）

26日（月・図書館整理日）

図書館の休館日：祝祭日、毎月最終月曜、年末年始
あ
わ
く
ら
会
館
で
「
生
き
る
を
楽
し
む
」
様
子
を
紹
介

　

３
月
 30
日（
日
）、バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
岡

野
志
穂
さ
ん
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
各
務
美
香

さ
ん
に
よ
る
オ
ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
名
曲
を
中
心
に
、美
し
い

演
奏
が
響
き
渡
り
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

演
奏
後
に
は
、バ
イ
オ
リ
ン
の
試
奏
体
験

も
行
わ
れ
、初
め
て
楽
器
に
触
れ
る
子
ど
も

た
ち
が
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
演
奏
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る

オ
ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
♪

　

３
月
 30
日（
日
）、
子
ど
も
に
大
人
気
ア
ニ

メ「
す
み
っ
コ
ぐ
ら
し
〜
ツ
ギ
ハ
ギ
工
場
の

ふ
し
ぎ
な
コ
〜
」の
上
映
会
を
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、椅
子
席
と
寝
そ
べ
り
ス
ペ
ー

ス
も
用
意
し
た
の
で
、参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
で
集
中
し
て

観
て
い
ま
し
た
。今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
の

長
期
休
み
に
合
わ
せ
楽
し
い
企
画
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

春
休
み
ア
ニ
メ
映
画
上
映
会

「
す
み
っ
コ
ぐ
ら
し
」開
催

月

あわくら会館・図書館のオリジナルキャラクター
名前「わく太」に決定！！



　

４
月
２
日（
水
）、入
園
式
と
進
級
式
が
あ
り

ま
し
た
。
新
し
い
帽
子
を
被
っ
て
嬉
し
そ
う
に

登
園
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
。
名
前
を
呼
ぶ
と
、

お
う
ち
の
人
と
一
緒
に
元
気
に
お
返
事
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
先
生
た
ち
の
歓
迎
の
歌
の

と
き
は
、
思
わ
ぬ
「
ア
ン
コ
ー
ル
！
」
の
声
が

聞
か
れ
、『
幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
』の
歌
を

再
度
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

４
月
 10
日（
木
）、
暖
か
い
春
の
風
に
包
ま

れ
な
が
ら
、
９
人
の
か
わ
い
い
う
さ
ぎ
組
さ

ん
が
幼
稚
園
に
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。
進
級

し
た
く
ま
組
・
ぞ
う
組
の
子
ど
も
た
ち
も
、

新
し
い
教
室
や
春
め
い
て
き
た
園
庭
に
心
躍

ら
せ
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
す
。

　

今
年
度
は
ぞ
う
組
４
人
、
く
ま
組
７
人
、
う

さ
ぎ
組
９
人
の
計 

 20
人
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

園
外
に
た
く
さ
ん
出
か
け
て
い
き
、
西
粟
倉

の
豊
か
な
自
然
の
中
で
の
び
の
び
と
楽
し
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広報にしあわくら 5 月号　　８

「
入
園
、進
級
お
め
で
と
う
！
」

「
入
園
、進
級
お
め
で
と
う
！
」

「
よ
う
ち
え
ん
で 

い
っ
し
ょ
に

た
の
し
く
あ
そ
ぼ
う
ね
！
」

「
よ
う
ち
え
ん
で 

い
っ
し
ょ
に

た
の
し
く
あ
そ
ぼ
う
ね
！
」

９　　広報にしあわくら 5 月号　　



　

希
望
を
胸
に
、
入
学
式
を
迎
え
た
13
人
の

新
１
年
生
。ど
の
子
の
顔
に
も
、
緊
張
の
中

に
も
新
し
い
生
活
へ
の
期
待
感
が
見
て
取

れ
ま
し
た
。酒
本
先
生
か
ら
の
呼
名
で
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
姿
勢
と
大
き
な
声
で
返

事
を
し
、「
笑
顔
と
挨
拶
が
大
事
だ
よ
。」
と

い
う
高
本
校
長
先
生
の
お
話
に
も
、
う
な
ず

い
て
い
ま
し
た
。子
ど
も
達
の
こ
れ
か
ら
の

成
長
を
、
周
り
の
み
ん
な
で
支
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

３
月
14
日（
金
）に
卒
業
証
書
授
与
式
を
挙

行
し
ま
し
た
。
幼
い
頃
か
ら
ず
っ
と
一
緒
に

過
ご
し
て
き
た
 19
名
の
３
年
生
が
巣
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。
新
し
い
環
境
で
も
成
長
し
活

躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
８
日（
火
）に
は
入
学
式
を

挙
行
し
ま
し
た
。
　1３
名
の
新
入
生
は
制
服

姿
が
と
て
も
初
々
し
く
、希
望
に
満
ち
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
全
校
47
名
で

新
た
な
西
粟
倉
中
学
校
を
い
っ
し
ょ
に

創
っ
て
い
き
ま
す
。

卒
業
証
書
授
与
式
・
入
学
式

卒
業
証
書
授
与
式
・
入
学
式

小
学
生
と
し
て
の
第
１
歩

・
入
学
式
の
子
ど
も
達

小
学
生
と
し
て
の
第
１
歩

・
入
学
式
の
子
ど
も
達
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受
け
て
く
だ
さ
い　

命
を
守
る
健
診　

令
和
７
年 

総
合
健
診
の
お
知
ら
せ

会
場

：

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

保
健
福
祉
課

今年も健診の季節になりました。年１回健診を受けて一年間健康に過ごしましょう。

○婦人科検診

5/15（木） 5/16（金）婦人科検診
15：00 ～ 17：30

婦人科検診
９：００～１2：００

※17：00～17：30は要予約

○総合検診　結核・肺がん検診

日時 午後（結核・肺がん検診）

下土居公民館

筏津公民館

筏津公民館

いきいきふれあいセンター

いきいきふれあいセンター

１３：３０～１３：５０

１４：００～１４：２０

１４：３０～１４：５０

１５：３０～１７：００

午前（総合健診） 受付時間（午後）受付時間

７：３０～９：３０

７：３０～９：３０

７：３０～９：３０

７：３０～９：３０

5/20（火）
別府　下土居
筏津　知社

塩谷公民館

新田茂様　宅

引谷公民館

西粟倉駅

１３：３０～１３：５０

１４：００～１４：２０

１４：４０～１５：００

１５：１０～１５：３０

5/21（水）
塩谷　引谷
中土居

草刈鈑金下

大茅公民館

あわくら温泉駅

谷口公民館

１３：３０～１３：５０

１４：００～１４：４０

１４：５０～１５：１０

１５：２０～１５：４０
１５：５０～１７：００

5/22（木） 大茅　坂根
影石

＊混雑を避けるため地区割をしていますが、
  ご都合の良い日にお越しください。

5/23（金） 猪之部　谷口

○料金一覧

種別
基本健康
診査

特定健診

高齢者健診

胃がん検診 30歳以上 胃部
間接撮影

料金

1500円

1000円

対象者
30～３９歳

４０～７４歳の
国保加入者

７５歳以上

検査内容

血液検査
検尿
心電図
身体測定
腹囲測定
内科健診

30歳以上大腸
がん検診

便潜血
反応

500円

結核・
肺がん検診

30歳以上 胸部
レントゲン

200円

前立腺
がん検診

５０歳以上の
男性

血液検査 800円

Ｃ・Ｂ型肝炎
ウイルス検診

①年度内に
４０歳になる人

健診を１つ以上受けられた方には、あわポを付与します。

②４１歳以上で
未受診の人

血液検査 700円

○婦人科健診

種別
マンモグラフィ
（乳房レントゲン）

子宮頸がん検診

骨密度測定
かかとで計測します

３０～７９歳 超音波測定

料金

1500円

500円

対象者

４０～４９歳

検査内容

２方向撮影
1000円

800円

５０歳以上

５０歳以上

１方向撮影

内診

子宮頚部
細胞診

任意の帯状疱疹予防接種

接種回数

接種費用（1 回）

自己負担額（1 回）

助成対象

① 水痘ワクチン（生）

1 回

7,280 円

3,280 円

満 50 歳以上６４歳の方で
◾水痘ワクチン（ビケン）を接種後 5 年以上経過している方
◾帯状疱疹ワクチン（シングリックス）を接種後 10 年以上
　経過している方

◾過去に①②のワクチンを接種していない方

②帯状疱疹ワクチン（不活化）

2 回（2 ～ 6 か月間隔）

22,000 円

11,000 円

下記対象者の方の中で、MR ワクチンの供給不足のため R6 年度内に接種が出来な

かった方は、令和 7 年 4 月1日～令和 9 年 3 月 31 年までの間、接種期対象期間を超

えて接種を受けることができます。

対象者

第 1 期：令和６年度内に生後 24 月に達する、又は達した方

第 2 期：令和６年度における第２期の対象者（５歳以上７歳未満の者であって、小学校就

学の始期に達する日の１年前の日から当該始期に達する日の前日までの間にあるもの）

第 5 期：昭和 37 年４月２日～昭和 54 年４月１日生まれの男性であって、令和６年

度末までに抗体検査を実施した結果、風しんの抗体が不十分な方

（注）令和７年度以降、抗体検査を実施した方は対象外。

※県外で接種を希望される方は保健福祉課へご連絡ください。

　
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
が
2
0
2
5

年
 4
月
よ
り
定
期
接
種
に
移
行
し

ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
満
 50
歳
〜

 64
歳
の
方
で
ま
だ
接
種
が
完
了
し
て

い
な
い
方
の
た
め
、
村
で
実
施
し
て

い
る
任
意
の
帯
状
疱
疹
予
防
接
種

の
助
成
を
2
0
2
6
年
 3
月
 31
日

ま
で
行
い
ま
す
。

　
下
記
の
接
種
対
象
に
該
当
す
る

方
で
、
接
種
を
ご
希
望
の
方
は
期
間

内
に
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

任
意
の
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
助
成
の
１
年
延
長
の
お
知
ら
せ
、

麻
し
ん
風
し
ん
の
定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課



戸
籍
に
フ
リ
ガ
ナ
が
記
載
さ
れ
ま
す

　

　

西
粟
倉
中
学
校
１
年
生
（
大
会
開

催
当
時
）
森
下
幸
明
さ
ん(

鳥
取
中

央
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
所
属)

が
、
関
西

大
会（
岡
山
県
・
鳥
取
県
含
む
）大
会

で
ベ
ス
ト
８
と
な
り
、３
月
 25
日(

火)

〜
３
月
 31
日(

月)

に
大
阪
府
で
行
わ

れ
た「
Ｊ
Ａ
共
済
杯
第
 31
回
日
本
リ

ト
ル
シ
ニ
ア
全
国
選
抜
野
球
大
会
」に

出
場
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
前
に
、
役
場
を
訪
れ
激

励
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
木
村
長

は
じ
め
、役
場
職
員
の
前
で「
初
戦
か

ら
強
豪
チ
ー
ム
と
当
た
る
が
、
１
勝

で
も
多
く
勝
て
る
よ
う
に
頑
張
る
の

で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

と
力
強
く
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

　

　

西
粟
倉
村
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

選
挙
の
投
票
所
で
公
正
・
適
正
に
投

票
が
行
わ
れ
る
よ
う
立
ち
会
っ
て
い

た
だ
く
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

○ 

募
集
要
件

　

西
粟
倉
村
に
住
民
登
録
が
あ
り
、西

粟
倉
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方

○ 

募
集
期
間

　

随
時
募
集
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
各
選
挙
ご
と
に
期
限
を
設
け

て
い
ま
す
。

○ 

報
酬
額

　

期
日
前
投
票
立
会
人
、当
日
投
票
立

会
人
と
も
日
額
１
２
，０
０
０
円

選
挙
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す

①
本
籍
地
か
ら
の
通
知

　

本
籍
地
の
市
区
町
村
長
か
ら
、
戸

籍
に
記
載
さ
れ
る
予
定
の
氏
名
の
フ

リ
ガ
ナ
が
郵
送
で
通
知
さ
れ
ま
す
。

通
知
は
、
令
和
７
年
５
月
26
日
以
降

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
通
知
が
届
い
た

ら
必
ず
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

（
通
知
の
送
付
時
期
は
本
籍
地
市
区

町
村
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）通
知

の
フ
リ
ガ
ナ
が
正
し
い
時
は
、届
出
を

し
な
く
て
も
通
知
の
と
お
り
戸
籍
に

記
載
さ
れ
ま
す
。

② 

氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
の
届
出

　

令
和
７
年
５
月 

 26
日
か
ら
令
和

８
年
５
月
 25
日
ま
で
の
間
、
氏
名
の

フ
リ
ガ
ナ
の
届
出
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン（
マ
イ
ナ
ー

ポ
ー
タ
ル
）で
の
届
出
が
便
利
で
す
が
、

郵
送
や
市
区
町
村
の
窓
口
で
行
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。

森
下
幸
明
さ
ん
激
励
会

総
務
企
画
課

教
育
委
員
会

総
務
企
画
課

【
令
和
７
年
５
月
　26
日 

改
正
戸
籍
法
施
行
】

③ 

市
区
町
村
長
に
よ
る
氏
名
の
フ
リ

ガ
ナ
記
載

　

②
の
届
出
が
な
か
っ
た
場
合
、
令

和
８
年
５
月
26
日
以
降
に
、①
の
通

知
に
記
載
さ
れ
た
フ
リ
ガ
ナ
が
戸
籍
に

記
載
さ
れ
ま
す
。

○ 

応
募
方
法

　

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
電
子

フ
ォ
ー
ム
に
て
応
募
し
て
い
た
だ
く

か
、「
投
票
立
会
人
応
募
用
紙
」を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
に
て
受
け
取
り
、必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
事
務
局
へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局（
役
場
総
務
企
画
課
内
）

０
８
６
８‐

７
９‐

２
１
１
１
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

Ｌ
ｅ
ｔ
’ｓ　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

春
の
嵐
に
も
負
け
ず

Ｌ
ｅ
ｔ
’ｓ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
開
催

　

四
月
十
三
日
（
日
）に
予
定
し
て

い
た「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」は
、
い
き

い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
か
ら
引
谷

公
民
館
ま
で
の
五
キ
ロ
コ
ー
ス
で
実

施
予
定
で
し
た
が
、
当
日
は
あ
い
に
く

の
荒
天
に
よ
り
、
屋
内
で
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
へ
と
内
容
を
変
更
し
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、Ｏ
Ｓ
Ｋ
岡
山
の
ご
協
力

の
も
と
、
歩
き
方
の
測
定
や
正
し
い

フ
ォ
ー
ム
の
レ
ク
チ
ャ
ー
が
行
わ
れ
、

小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
ご
年
配
の
方

ま
で
三
十
四
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、「
普
段

な
か
な
か
歩
か
な
い
け
れ
ど
、
よ
い

き
っ
か
け
に
な
っ
た
」「
次
は
自
然
の

保
健
福
祉
課
・
教
育
委
員
会

中
を
歩
い
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
前
向

き
な
お
声
も
届
い
て
お
り
ま
す
。

　

体
を
動
か
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
交

流
す
る
ひ
と
と
き
が
、
健
康
づ
く
り
の

第
一
歩
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
、

今
後
も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。
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新
・
行
政
相
談
委
員
に
林
正
之
委
員

　

林
正
之
さ
ん
が
令
和
７
年
４
月
１

日
付
け
で
、
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談

委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
令

和
７
年
４
月
１
日
〜
令
和
９
年
３
月

 31
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
相
談
委
員

法
に
基
づ
き
総
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

民
間
有
識
者（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）で
、
住

民
か
ら
広
く
行
政
に
関
す
る
相
談
・

要
望
を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言

や
関
係
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
行
政
な
ど
へ
の
苦
情
、
意
見
、

要
望
を
受
付
け
、
相
談
者
と
関
係
行

政
機
関
の
間
に
立
ち
、
担
当
行
政
機

関
と
は
異
な
る
立
場
か
ら
、
そ
の
解

決
や
実
現
を
促
進
し
、
ま
た
、
行
政

の
制
度
や
運
営
の
改
善
に
生
か
し
て

い
ま
す
。

保
健
福
祉
課

保
健
福
祉
課

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

〜
第
十
二
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
〜

○ 

支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
令
和
７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け

る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に

よ
る
優
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人

１
・
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
・
戦
没
者
等
の
子

３
・
戦
没
者
等
の
①
父
母
・
②
孫
・
③

兄
弟
姉
妹

（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い

な
か
っ
た
方
等
は
除
か
れ
ま
す
）

４
・
上
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者

等
の
三
親
等
内
の
親
族（
甥
・
姪
等
）

（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
方
に
限
ら
れ
ま
す
）

【
総
務
省
の
行
政
相
談
と
は
】

　

国
や
独
立
行
政
法
人
の
仕
事
な
ど
に

関
す
る
相
談
が
対
象
で
す
が
、
県
や

市
町
村
の
業
務
に
つ
い
て
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
た
場
合
は
、内
容
に
応
じ
て

関
係
部
署
へ
連
絡
す
る
な
ど
の
対
応
を

行
い
ま
す
。

【
活
動
内
容
に
つ
い
て
】

　
【
日
時
】

一
回
目
令
和
７
年　

４
月 

 18
日
（
金
）

二
回
目
令
和
７
年 　
 10
月 

 17
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
４
時
ま
で

【
行
政
相
談
会
の
日
程
】

【
場
所
】

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

採
用
試
験
の
募
集
要
項
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
し
て
、

是
非
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

 〔
受
験
資
格
〕

１  

令
和
７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３

年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
（
令
和
４

年
４
月
１
日
以
降
に
卒
業
し
た
者
が

該
当
す
る
。）及
び
令
和
８
年
３
月
ま

で
に
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

２  

人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
者
に
準

ず
る
と
認
め
る
者

〔
試
験
の
程
度
〕

○ 

高
校
卒
業
程
度

税
務
職
員
募
集

〔
受
験
申
込
方
法
〕

○ 

原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
り
申
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

（https://w
w
w
.jinji-shiken.g

o.jp/juken.htm
l

）

〔
受
験
申
込
受
付
期
間
〕

○ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

令
和
７
年
６
月
13
日（
金
）９
時
か
ら

６
月
 25
日（
水
）

（
６
月 

 25
日（
水
）ま
で
に
申
込
デ
ー
タ

を
受
信
完
了
し
た
も
の
に
限
り
受
け

付
け
ま
す
。）

〔
第
１
次
試
験
〕

○ 

試
験
日　

令
和
７
年
９
月
７
日(

日)

○ 

試
験
地　

人
事
院
中
国
事
務
局
が

管
轄
す
る
試
験
地
は
、
鳥
取
市
・
松

江
市
・
岡
山
市
・
広
島
市
・
山
口

○ 

試
験
種
目　

基
礎
能
力
試
験
・

適
性
試
験
・
作
文
試
験

〔
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日
〕

○ 

令
和
７
年
10
月
９
日(

木)

〔
第
２
次
試
験
〕

○ 

試
験
日　

令
和
７
年
10
月
 15
日

(

水)

か
ら
 10
月 

 24
日（
金
）ま
で
の

間
の
指
定
す
る
１
日

○ 

試
験
地　

第
１
次
試
験
合
格
通

知
に
併
せ
て
通
知

○ 

試
験
種
目　

 

人
物
試
験
・
身
体

検
査

〔
最
終
合
格
発
表
日
〕

○ 

令
和
７
年
 11
月 

 18
日(

火)

〔
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
請
求
、問
合
せ
先
〕

○ 

広
島
国
税
局 

総
務
部 

人
事
第
二

課 

試
験
研
修
係

〒
７
３
０‒

８
５
２
１　

広
島
市
中

区
上
八
丁
堀
６‒

 30　

℡
０
８
２‒

２
２
１‒

９
２
１
１

内
線
３
７
４
３
・
３
６
３
５

又
は
お
近
く
の
税
務
署
総
務
課
へ

〔
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
〕

○
国
税
庁

   https://w
w
w
.nta.go.jp

○ 

支
給
内
容　

額
面
 27
万
５
０
０
０
円

（
５
年
償
還
の
記
名
国
債
）

○ 

請
求
期
間　

令
和
７
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
 10
年
３
月
 31
日
ま
で

○ 

請
求
窓
口　

西
粟
倉
村
役
場　

保
健
福
祉
課

電
話
番
号　
（
０
８
６
８
）７
９‐

２
２
３
３

※ 

対
象
と
な
る
方
に
は
通
知
を
送
付

し
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。



　
　【

地
域
の
味
、次
世
代
に
つ
な
が
る
】

　

地
域
に
愛
さ
れ
る
味
を
残
す
取

り
組
み
と
し
て
、村
で
親
し
ま
れ
て

い
る
郷
土
・
家
庭
料
理
を
作
る
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、Ｂ

Ａ
Ｓ
Ｅ
１
０
１
％
シ
ェ
フ
の
佐
々
木

さ
ん
で
す
。「
郷
土
料
理
に
興
味
が
あ

る
」と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、２
月

号
で
も
紹
介
し
た
「
元
ポ
ラ
リ
ス
の

会
」の
政
久
さ
ん
と
、ご
ん
だ
ら
煮
な

ど
３
品
を
作
り
ま
し
た
。

　
「
基
本
と
な
る
レ
シ
ピ
は
あ
る
け

れ
ど
、世
代
に
よ
っ
て
味
の
好
み
も

違
う
と
思
う
の
で
、自
分
た
ち
の
味

に
ぜ
ひ
変
え
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
言
葉
と
共
に
、地
域
の
味
が

伝
え
ら
れ
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

む
ら
ま
る
ご
と
研
究
所
で
は
地

域
の
食
の
レ
シ
ピ
を
集
め
、レ
シ
ピ

サ
イ
ト
で
の
公
開
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
　
「
恐
竜
か
と
思
っ
た
！
」
そ
う
言

い
な
が
ら
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、

株
式
会
社
百
森
さ
ん
と
一
緒
に
撮

影
し
た
ト
レ
イ
ル
カ
メ
ラ
の
動
物

の
映
像
に
釘
付
け
の
子
ど
も
た
ち
。

カ
メ
ラ
の
映
像
か
ら
見
え
る
自
分

た
ち
の
知
ら
な
か
っ
た‶

動
物
の

世
界”

。

　
「
動
物
が
も
っ
と
た
く
さ
ん
住

め
る
山
に
し
た
い
！
」
と
い
う
こ

と
で
、
西
粟
倉
に
生
息
し
て
い
る

動
物
を
発
信
す
る
こ
と
に
決
め
ま

し
た
。
む
ら
ま
る
ご
と
研
究
所
の

皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
が
考
え
た
動
物
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
や
パ
ズ
ル
を
一
緒
に
形
に

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。学
校
で

事
前
に
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
き
ま

し
た
が
、
実
際
に
成
型
に
す
る
に

あ
た
っ
て「
横
は
何
セ
ン
チ
？
」

西
粟
倉
む
ら
ま
る
ご
と
研
究
所

（
０
９
０‐

４
１
０
９‐

６
５
０
０
）

総
務
企
画
課

　

本
村
は
令
和
元
年
に
内
閣
府
よ

り「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」に
選
定

さ
れ
、こ
れ
ま
で
に
第
一
期（
〜
令

和
３
年
度
）、
第
二
期（
〜
令
和
６

年
度
）
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

令
和
７
年
４
月
か
ら
は
「
第
３
期

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
」
を
策

定
し
、
新
た
な
事
業
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

 　

こ
れ
ま
で
の
主
な
取
り
組
み
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

 

・
針
葉
樹
主
体
だ
っ
た
森
林
構
成
を
、

広
葉
樹
を
含
む
多
様
な
森
林
へ

と
転
換
す
る
た
め
の
土
地
分
析

と
設
計

・
森
林
を
活
用
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進

・Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
普
及
啓
発
活
動

過
去
６
年
間
の
取
り
組
み
を
踏

ま
え
、
今
後
は
村
の
皆
さ
ま
が
主

体
的
に
関
わ
り
な
が
ら
、施
策
を

　

ご
興
味
の
あ
る
方
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
は

（
０
９
０‐

４
１
０
９‐

６
５
０
０
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

小
学
校
4
年
生　

森
の
中
の
動
物
の
世
界
を
発
信
す
る
た
め
に
…

第
三
期
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
が
始
ま
り
ま
す

特
色
あ
る
教
育
通
信

む
ら
ま
る
ご
と
通
信v

o
l.4
2

未
来
都
市
に
し
あ
わ
く
ら

第
55
話
S
D
G
s

教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

  

今
井 

晴
菜

「
チ
ェ
ー
ン
を
通
す
穴
は
？
」
と
話

し
合
い
な
が
ら
具
体
的
な
形
に
落

と
し
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

１
年
間
の
学
習
を
通
し
て
作
り

上
げ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
は
村
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や

あ
わ
く
ら
会
館
な
ど
様
々
な
場

所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

よ
り
一
体
的
に
推
進
で
き
る
よ
う
、

生
涯
学
習
の
拡
充
も
視
野
に
入
れ
た

取
り
組
み
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 　

２
０
３
０
年
の
目
標
に
向
け
、

村
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
が
こ
の
地
域

の
暮
ら
し
を
楽
し
み
、持
続
可
能
な

未
来
を
と
も
に
築
い
て
い
け
る
西

粟
倉
村
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 　

詳
細
な
計
画
に
つ
い
て
は
西
粟

倉
村
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

春
の
陽
ざ
し
に
、
新
た
な
一
歩
を

感
じ
ま
す
。
三
月
十
二
日（
水
）、
あ
わ

く
ら
会
館
百
森
ひ
ろ
ば
に
て
、
令
和

六
年
度
あ
わ
く
ら
大
学
修
了
式
を
執

り
行
い
ま
し
た
。
進
級
さ
れ
る
八
名
、

皆
勤
賞
八
名
、精
勤
賞
三
名
の
方
々
に
、

学
長
で
あ
る
村
長
よ
り
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。村
長
か
ら
は
、「
こ
れ

ま
で
様
々
な
経
験
を
さ
れ
て
き
た
皆

さ
ん
に
と
っ
て
も
、あ
わ
く
ら
大
学
の

よ
う
に
様
々
な
学
び
を
得
る
場
は
大

変
貴
重
な
も
の
で
す
。
自
分
の
た
め

に
も
意
識
を
高
く
も
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
同
時
に
人
に
分
け
合
っ
て
欲

し
い
。
自
分
だ
け
の
学
び
が
人
と
共
有

す
る
こ
と
で
お
互
い
に
と
っ
て
、
と
て

も
よ
い
も
の
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
も

自
ら
が
学
ぶ
姿
勢
で
人
の
前
に
出
て

行
っ
て
積
極
的
に
学
ん
で
い
っ
て
欲

し
い
。」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
も
よ
り
よ
い
学
び
・

経
験
が
で
き
る
よ
う
、様
々
な
場
を

教
育
委
員
会

提
供
し
て
い
き
ま
す
。
大
学
生
は
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あ
わ
く
ら
大
学
三
月
講
座
　

「
あ
わ
く
ら
大
学
　
修
了
式
」

広報にしあわくら 5 月号　　1819　　広報にしあわくら 5月号　　



　

お
し
え
て
年
金

【
国
民
年
金
の
加
入
方
法
】

　

国
民
年
金
は
、
誰
も
が
加
入
す
る
公

的
年
金
制
度
で
す
。基
本
的
に
日
本
に

住
む　
２０
歳
以
上
　60
歳
未
満
の
す
べ
て

の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。加
入
者
は
、
職
業
な
ど

に
よ
っ
て
次
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
手
続

き
が
異
な
り
ま
す
。

 〈
第
１
号
被
保
険
者
〉　

　

　２０
歳
以
上
　60
歳
未
満
の
農
業
者･

自

営
業
者･

学
生･

フ
リ
ー
タ
ー･

無
職
の

方
な
ど
で
す
。

　

加
入
手
続
き
は
、
ご
自
身
で
住
所
地

の
市
区
役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年

金
担
当
窓
口
で
行
い
ま
す
。

〈
第
２
号
被
保
険
者
〉

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の
厚
生
年

金
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　

加
入
手
続
き
は
、勤
務
先
が
行
い
ま
す
。

氏
名　

河
本 

翔
一

（
コ
ウ
モ
ト 

シ
ョ
ウ
イ
チ
）

診
察
日　

水
曜
日

担
当　

内
科（
消
化
器
内
科
）

趣
味　

釣
り
、読
書

ひ
と
こ
と　

し
っ
か
り
お

話
を
お
聞
き
す
る
こ
と
を

意
識
し
て
い
ま
す
の
で
、些

細
な
お
悩
み
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。至
ら
ぬ
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

新
し
い

職
員
の
紹
介

新
し
い

職
員
の
紹
介

令
和
７
年
４
月
よ
り

農
地
貸
借
の

仕
組
み
が

変
わ
り
ま
す
。

氏
名　

岸
本 

悠
暉

（
キ
シ
モ
ト 

ユ
ウ
キ
）

診
察
日　

木
・
金
曜
日（
第

４
木
曜
日
以
外
）

担
当　

総
合
診
療
科

特
技　

大
学
で
は
ボ
ー
ト

を
し
て
い
ま
し
た
。

ひ
と
こ
と　

皆
様
の
健
康

増
進
の
お
役
に
立
て
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

氏
名　

熊
谷 

美
加

（
ク
マ
ガ
イ 

ミ
カ
）

配
属
先　

西
粟
倉
幼
稚
園 

園
長

ひ
と
こ
と　

西
粟
倉
村
で

の
勤
務
は
初
め
て
な
の
で
、

ど
き
ど
き
わ
く
わ
く
し
て

い
ま
す
。村
の
コ
ン
セ
プ
ト

で
あ
る
『
生
き
る
を
楽
し

む
』を
意
識
し
、
い
ろ
い
ろ

な
方
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
な
が
ら
、頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

氏
名　

山
本 
利
香

（
ヤ
マ
モ
ト 

リ
カ
）

配
属
先　

教
育
委
員
会　

指
導
主
事（
会
計
年
度
任
用

職
員
）

趣
味　

マ
イ
ブ
ー
ム
の
本

を
読
む
こ
と

ひ
と
こ
と　
「
生
き
る
を
楽

し
む
」、
自
分
自
身
も
そ
う

で
あ
り
た
い
で
す
。元
気
な

挨
拶
が
飛
び
交
う
職
場
に

勤
務
で
き
る
こ
と
を
幸
せ

に
思
い
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

氏
名　

河
内 

大

（
カ
ワ
ウ
チ 

ダ
イ
）

診
察
日　

月
曜
日

担
当　

循
環
器
内
科

趣
味　

登
山
、
釣
り
、
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ

ひ
と
こ
と　

循
環
器
疾
患

を
中
心
に
診
療
し
ま
す
。よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
行
の
貸
し
手
と
借
り
手
が
直
接

の
や
り
取
り
で
結
ん
で
い
た
農
地
の
利

用
権
が
法
改
正
に
よ
り
廃
止
と
な
り
、

令
和
７
年
４
月
よ
り
農
地
中
間
管
理

機
構
を
介
し
た
貸
し
借
り
に
変
わ
り

ま
す
。

　

農
地
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

原
則
と
し
て
地
域
計
画
に
記
載
さ
れ

た
方
で
あ
る
点
、
期
間
が
３
年
未
満

の
契
約
は
不
可
な
点
な
ど
、
現
行
の

も
の
と
変
わ
っ
て
い
る
点
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
西
粟
倉
村
役
場

産
業
観
光
課
内
、農
業
委
員
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
行
の
利
用
権
で
貸
し
借

り
を
さ
れ
て
い
る
農
地
は
期
間
満
了

ま
で
有
効
な
の
で
手
続
き
を
行
う
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

句俳句俳

お
金

飾
る

親
切

自
由
吟

オ
レ
オ
レ
と
受
話
器
の
向
こ
う
サ
ギ
が
鳴
く　

熊
見
ま
ち
こ

Ｃ
Ｍ
の
今
日
だ
け
安
い
に
乗
せ
ら
れ
て　
　
　

春
名
佳
世
子

さ
あ
春
だ
桜
で
飾
る
春
の
山　
　
　
　
　
　
　

井
上　

吉
男

卒
園
式
壁
い
っ
ぱ
い
に
か
わ
い
い
絵　
　
　
　

熊
見
ま
ち
こ

我
が
部
屋
を
花
い
っ
ぱ
い
に
夢
飾
る　
　
　
　

建
元　

照
子

道
聞
い
て
つ
い
て
行
き
ま
す
目
的
地　
　
　
　

清
水　

早
苗

手
作
り
が
何
気
な
く
来
る
温
い
里　
　
　
　
　

井
上　

吉
男

テ
レ
ビ
で
は
桜
中
継
見
頃
で
す　
　
　
　
　
　

建
元　

照
子

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
一
輪
挿
し
に
春
が
来
た　
　
　
　

清
水　

早
苗

村
民
と
会
釈
で
交
わ
す
心
の
和　
　
　
　
　
　

春
名
佳
世
子

粟
の
実
川
柳
社　

令
和
七
年
四
月
句
会
か
ら　

あ
わ
く
ら
俳
句
教
室　

令
和
七
年
三
月
十
五
日

選
者　

乾　

北
星

春
の
土
一
雨
ご
と
に
動
き
け
り　
　
　
　
　

小
坂
康
子

古
雛
冠
と
れ
て
わ
ら
べ
顔　
　
　
　
　
　
　

春
名
知
子

病
室
の
淀
み
を
払
ふ
朝
の
東
風　
　
　
　
　

乾　

沙
織

雛
市
の
古
き
面
差
し
い
つ
く
し
む　
　
　
　

小
坂
康
子

強
東
風
に
湿
布
の
痛
み
目
覚
め
け
り　
　
　

春
名
知
子

夕
東
風
や
意
匠
凝
ら
し
た
の
れ
ん
街　
　
　

乾　

沙
織

選
者
吟          

春
雪
に
里
の
暮
し
の
後
戻
り

○
毎
月
第
三
土
曜
日
の
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
あ
わ
く
ら
会
館
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
、
初
心
者
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

兼
題

雛
市

東
風

自
由
題  俳

句

 川
柳

〈
第
３
号
被
保
険
者
〉

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
て
年
収
１
３
０
万
円
未
満
の　

２０
歳

以
上
　60
歳
未
満
の
配
偶
者
の
方
で
す
。

加
入
手
続
き
は
、
第
２
号
被
保
険
者
の

勤
務
先
を
経
由
し
て
行
い
ま
す
。

 

◆ 

会
社
を
退
職
し
た
と
き
は
、第
２
号

被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保
険
者
へ

の
変
更
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。ま
た
、
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方
も
第
１
号

被
保
険
者
へ
の
変
更

手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
お
早
め
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

★ 

詳
し
く
は
、津
山
年
金
事
務
所

（
電
話
０
８
６
８‐

３
１‐

２
３
６
０
）

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

21　広報にしあわくら 5月号　　 広報にしあわくら 5 月号　　20



社協だより
赤十字活動資金ご協力のお願い 社会福祉協議会の事業報告

地域福祉推進のために

日本赤十字社では毎年５月を「赤十字運動月間」と
定められています。より多くの方々に赤十字の活動
をご理解いただき、赤十字の活動継続のため、活動
資金へのご協力をお願いいたします。
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金
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令和7年 4月１日現在の動き
2月中の移動

出生
死亡
転入
転出

村民掲示板ページQRコード

広報についてのご意見・感想は掲示板、
総務企画課までお問い合わせください。

人口

世帯数

男

女

（  - 7  ）
（  - 4 ）

（  1  ）
（ 0 ）

15：00～17：30いきいきふれあいセンター
婦人科検診

15：00～17：30いきいきふれあいセンター
婦人科検診

7：30～9：30いきいきふれあいセンター
総合健診

7：30～9：30いきいきふれあいセンター
総合健診

7：30～9：30いきいきふれあいセンター
総合健診

7：30～9：30いきいきふれあいセンター
総合健診

13：00～いきいきふれあいセンター
小児科健診

0
1,318
608
628
690

2
9
14

人の動き

善意の窓

入札状況 （税込み）

事業名 施工場所

知社

落札業者名 契約金額 (円)

令和5年 
公営土木
災害復旧
林道筏津
知社線
災害復旧工事
（第２工区）

（有）
森下建測

45，595千円
担当課

建設課

５月は赤十字運動月間です

ミニシルバー人材センター活動報告

皆さんからの活動資金の使いみち
☆ 災害救護活動
☆ 献血や社会福祉活動
☆ 救急法等の講習会普及促進
☆ 国際活動や本社で行う事業
☆ ボランティアや青少年の育成
☆ 地域の赤十字活動

皆さまからのご支援を赤十字のチカラに変えて、
いざという時も安心して暮らせる社会の実現に
貢献します。

≪社協杯グラウンドゴルフ大会≫　　
　令和７年３月２４日（月）に社協杯グラウンドゴル
フ大会を開催しました。皆さん、好プレーの連続でした。

社協杯グラウンドゴルフ大会

令和 7 年 3 月 8 日～令和 7 年4 月21日

・亡くなられた方

小松  和子  様　　（知社）　4 月 4 日　98 歳

【香典返し】
猪之部　河野 雅彦 様　　母　さちこ様
 猪之部　小林 裕士 様　　父　繁治様
 知社　　小松 英夫 様　　妻　和子様

寄せられたご寄附は、ボランティア活動等の
地域福祉の推進に役立っています。

広報にしあわくら４月号P23にて間違えがございました。
訂正してお詫び申し上げます。

誤　池野(いけの) 旅(いよ)ちゃん
正　池野(いけの) 弥(いよ)ちゃん

令和6年度も皆さんの “お互いさまの輪” が困っている

立ち上げて２年半が経ちました。多くの方が利用され

ています。

令和６年度会員数：（男 32名・女性１8名）

依頼件数：　一般　232 件　　企業・役場　106 件

作業内容：剪定・草刈り・農作業・庭掃除・屋内掃除・

倉庫片づけ・発電所管理など

生活応援センター楽々活動報告
“ちょっとした困りごと” をお手伝いするボランティ

アです。令和 6 年度は１3 人の依頼会員、１65 件の

依頼があり、延べ 254 人の応援会員が活動してくだ

さいました。

活動内容：　部屋の掃除（トイレ・風呂・掃除機掛け

など）ゴミ出し・買い物代行・衣替えなど

☆生活応援センター楽々は、子育て世帯から高齢世

帯、誰でもご利用できます。

一時預かり託児「おひさま」活動報告
託児で地域との交流ができ、

集団託児　4件　　　　個人託児　7件

延べ 23名のボランティアを派遣しました。

病児・病後児保育「にじ」活動報告
病児・病後児のお子さまを診療所の部屋で預かりまし

た。今年は多くの方の利用がありました。

利用者 9家庭　　午前 38回・午後 18回の利用があ

り延べ56名の保育士とボランティアを派遣しました。

今後も、住み慣れた西粟倉で安心して暮らしていく

ためのお手伝いを引き続き行ってまいります。

お手伝いにご協力いただける方はお気軽にご相談くだ

さい！

【成績結果】
　優　勝　　萩原　純子さん（影  石）
　準優勝　　豊福　基世さん（猪之部）
　第 3位　　豊福　秀樹さん（猪之部）
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古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と
森林の再生に取り組み岡山県西粟倉村との連携
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総務企画課
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出納室

0868-79-2233保健福祉課

西粟倉村役場
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産業観光課 0868-79-2230
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までお問合せください。

診療所

0868-79-2125FAX

　
４
月
に
な
り
︑
入
園

式
や
入
学
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
︒
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
と
元
気
な
声

が
あ
ふ
れ
る
一
日
で

し
た
︒

村
の
風
景
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